
1 
 

⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究科 教員公募 

 
募集⼈員  1 名 
採⽤職種  教授，准教授⼜は講師 
      経歴や担当できる科⽬により採⽤職種を決定します。 
任  期  なし 
所  属  ⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究科 産業イノベーション講座 
担当科⽬  【教授，准教授】 

特定課題研究 I・II（技術経営研究科科⽬） 
R＆D マネジメント特論（技術経営研究科科⽬・⽇本語及び英語） 
技術ロードマッピング特論（創成科学研究科博⼠後期課程共通科⽬・⽇本語及び英語） 
製品開発特論（創成科学研究科博⼠後期課程共通科⽬・⽇本語及び英語） 
【講師】 

      特定課題研究 I・II（技術経営研究科科⽬）及び以下 3 科⽬のうちいずれか 2 科⽬ 
・R＆D マネジメント特論（技術経営研究科科⽬・⽇本語及び英語） 
・技術ロードマッピング特論（創成科学研究科博⼠後期課程共通科⽬・⽇本語及び英語） 
・製品開発特論（創成科学研究科博⼠後期課程共通科⽬・⽇本語及び英語） 

応募条件  （1）博⼠の学位を有すること 
（2）教育及び研究に対して⼗分な熱意があり，遂⾏能⼒を有すること 
（3）教育及び研究に⼗分な⽇本語及び英語能⼒を有すること 
（4）企業等における 10 年以上の実務経験を有すること（教授採⽤のみの条件） 

勤 務 地  ⼭⼝⼤学 常盤キャンパス（⼭⼝県宇部市） 
勤 務 ⽇  ⽕曜⽇から⼟曜⽇（休⽇は⽇曜⽇，⽉曜⽇） 
待  遇  給与等雇⽤条件は，本学の規則による。年俸制を適⽤する。 
着任時期  2023 年 4 ⽉ 1 ⽇ 
応募締切  2022 年 11 ⽉ 25 ⽇（⾦）必着 
提出書類  （1）履歴書（別紙指定様式） 

（2）研究業績リスト（学術論⽂，国際会議論⽂，著書，解説，その他の研究発表，特許，
受賞，外部資⾦等のリスト。共著者名はすべて記⼊。論⽂は，査読の有無により分け
ること。） 

（3）主要研究論⽂別刷５編以内（コピー可） 
（4）これまでの教育，研究⼜は業務実績の概要 （Ａ４版 2000 字以内。教育経験のある

場合は、これまでの教育科⽬とその概要） 
（5）着任後の教育及び研究に対する抱負 （Ａ４版各 1000 字以内） 
（6）担当予定科⽬のシラバス案 
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（7）推薦⼈（応募者について照会可能な⽅）２名の⽒名と連絡先（所属・職名・住所・電
話／Fax 番号・E-mail アドレスなど） 

＊書類は紙媒体及び PDF 形式の電⼦媒体（CD-ROM）で提出 
選考⽅法  書類審査による⼀次選考の後，⾯接による⼆次選考を⾏います。⼆次選考時の旅費は，⾃

⼰負担となります。⼆次選考はオンラインとなることがあります。 
書類送付先 〒755-8611 ⼭⼝県宇部市常盤台２−１６−１ 

⼭⼝⼤学⼯学部総務企画課技術経営研究科企画係 
※ 封筒には「教員公募書類在中」と朱書の上，「簡易書留」で郵送してください。 
※ 提出書類については，原則として返却しませんが，返却を希望される場合は，返信⽤

封筒及び郵送料を同封の上，その旨お知らせください。 
問合せ先  〒755-8611 ⼭⼝県宇部市常盤台２−１６−１  

⼭⼝⼤学⼤学院技術経営研究科 研究科⻑ 福代和宏 
TEL：0836-85-9063 E-mail: fukuyo@yamaguchi-u.ac.jp 

そ の 他  （1）⼭⼝⼤学は，男⼥共同参画を推進しており，「男⼥共同参画社会基本法」の趣旨に則
り，積極的に⼥性教員を採⽤します。 

（2）本学では，⼦育てや介護等によるライフイベントと仕事の両⽴⽀援を積極的に⾏っ
ており，病児保育を利⽤した際の助成制度，研究補助員制度，メンター制度，研究活
動復帰⽀援制度，介護⽀援制度などを整備しております。 

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/ 
（3）応募により提供いただいた個⼈情報は，適正に管理し，本選考及び採⽤者の任⽤等の

⼿続きに利⽤するものであり，この⽬的以外では利⽤及び提供することはありません。 
 



山口大学では、大学の構成員（学生・教員・職員）のダイバーシティ（多様性）を積極的に高め、同時に各自の個性と能力が最
大限に発揮できるような労働環境の整備に取組んでいます。そのために、ダイバーシティ推進室ではジェンダーバランスの促進をはじめ、
ワークライフバランスのための様々な取組を進めていきます。詳しくはホームページでも紹介しておりますので、ご覧ください。

https://ds0n.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~diversity/

学童保育
ヤマミィ学級

小学校の夏・冬・春休み
の間、教職員・学生のお
子様を預かる学内学童
保育「ヤマミィ学級」を運
営しています。教員や学
生による大学ならではの
多彩なプログラムも提供
しています。

病児保育施設等
利用助成制度

教職員(共済または社会
保険加入者かつ配偶者
がある場合には配偶者が
就業中の方)のお子様が
病児保育施設を利用し
た場合に、利用料の一
部を助成します。事前登
録制です。

留学生
サポーター
制度

語学力で研究活動のサ
ポートを目的として、英
語・中国語・韓国語を母
国語とする留学生を紹
介し、母国語を用いた研
究活動の補助業務のた
めにサポーターとして配置
することができます。

学内託児
スペース貸出

教職員がお子様の保育
のために利用できる託児
スペースを学内で貸し出
しています。保育者は利
用者が自費で用意しま
す。保育者については、
ダイバーシティ推進室が
紹介することもできます。

研究活動
復帰支援制度

ライフイベントによる休業
等から復帰後1年以内
の本学の研究者を対象
に、研究活動にかかる経
費の一部を助成します。

研究補助員
制度

ライフイベントを抱える本
学の研究者を対象に、
学部生や大学院生を研
究補助員として配置する
ことが可能です。

介護支援

法人契約を締結している
支援団体の提供する
サービスを受けることがで
きます。
【相談】
介護に関するあらゆる相談につ
いてメール・電話・面談にてお受
けします。
【代行業務】
離れて暮らす御両親のお世話
等を専門職が代行し、支援し
ます。

研究についての支援

女性研究者
メンター制度

学内において、主に新任
の女性教員等を対象に、
教育・研究上や大学生
活上のさまざまな疑問や
悩みを相談できる教員
（メンター）とのマッチン
グを行います。

子育てや介護についての支援

カウンセリング
相談制度

本学の教職員等を対象
に、臨床心理士の専任
カウンセラー2名体制によ
り、家庭生活を含むあら
ゆるご相談やリフレッシュ
に対応します。

企業主導型
保育所

地域の企業主導型保育
施設（6施設）と利用
契約を締結し、保育サー
ビスを利用することができ
ます。

たんぽぽ保育園
（小串キャンパス）

医学部や附属病院の職
員を対象として、安心し
て働けるよう学内保育園
を整備しています。

基本保育90名
病後児保育3名

検索


